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１.はじめに

言語教育の基礎である語彙は教科書や教材作成の際に

重要な要素となるため，これまで日本語教育に資する語

彙研究として，『日本語教育基本語彙』（国立国語研究所，

1978；1984） ，『日本語教科書語彙リスト』（国立教育研

究所，1988），『日本語能力試験 出題基準』（国際交流

基金，日本国際教育研究会，1994）等多くの研究によっ

て基本語彙が選定されており（国立国語研究所，2000），

現在も継続されている（川村他，2006；佐藤，2008；山

内，2008；橋本，2009） 。これらの基本語彙は，い

わゆる一般的な日本語力養成を目指す「総合日本語」

(Japanese for General Purposes:JGP)の教育に有効な

語彙である。一方，語彙は分野によってその分野に特有

な語彙が使われるため（例えば加藤他，2005） ，JGPと

ともに，特定の目的に対応する「目的別日本語」

(Japanese for Specific Purposes:JSP)の教育に有効な

語彙も必要である。実際，留学生センターや日本語学校

の上級レベルのカリキュラムにおいては，「新聞が読め

る」ことが目標にあげられることが多い 。しかしなが

ら，新聞のような報道文教育用の JSP教材の核となる，

客観的選定基準に基づいた利用可能な日本語新聞基本語

彙の選定に関する研究は多くない。

最近は，情報技術の進展によって日本語のデジタル

データを入手し，フリーウェアを使用して語彙頻度表を

作成することが容易にできるようになった。例えば，過

去の新聞記事がデータベースとして有償で公開されてお

り，新聞用語頻度表も作成されている（天野・近藤，

2000） 。しかし実際に，教育現場において新聞等の報道

文を指導しようとする際，新聞用語頻度表に記載された

何百，何千という用語から教育目的に合致した数十ある

いは数百の「新聞に特有な」教育用語彙を適切に選択し

て教材作成を行おうとすると，その選定には報道文に関

する専門的知識と多大の労力を要するという状況に直面

する。

このような問題の解決策の一つとして，教育用語彙選

定の分野では，コーパス言語学や自然言語処理技術の発
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展とともに，統計的指標に基づく特徴語抽出の手法が取

り入れられるようになった（Oakes，1998） 。例えば，

対数尤度比等の統計的指標は，言語資料に出現する単語

どうしの共起頻度を利用して類似度を計算し，各単語に

独自の値を与えるもので，値の順序付けを利用してコー

パス分析に有効な情報が得られる。内山他（2004） ，

Chujo & Utiyama（2006） ，Chujo,et al.（2007) ，

中條他（2007） は９種類の統計的指標（頻度，ダイス係

数，対数尤度比，コサイン，イエーツの補正公式，カイ

二乗値，補完類似度，自己相互情報量，マクニマーテス

ト）を特徴語抽出に適用し，各指標の類似度や抽出精度

の検証を行った。検証の結果，９種の指標を使い分ける

ことによって，異なるレベルの特徴語が抽出できること

を確認し，これらの指標がレベル別教育用語彙選定に有

効であることを示した。

本研究では，上述の統計的指標による特徴語抽出法を

日本語の新聞コーパスに適用して，「新聞に特有な語」を

簡便に客観的に選び出し，特徴度の高いものから抽出し

順位付けした。これらの語彙を精選して新聞基本語彙表

「日本語新聞キーワード」の作成を試みた。

２.日本語新聞キーワードの抽出と選定

2.1 使用したコーパス

キーワード選定には情報通信研究機構より公開されて

いる２つのコーパスを使用した。「新聞に特有な語」を抽

出するソースとなる「新聞コーパス」には日英新聞記事

対応付けデータ（内山・井佐原，2003） の日本語部分（延

べ語数4,041,024語，異なり語数52,282語）を用いた。

この新聞コーパスは，1989年９月から2001年12月まで

の読売新聞と The Daily Yomiuriの記事を自動的に対

応付けて作成されたものである。新聞記事データの特徴

は，一定レベル以上の翻訳の品質が保証され，かつ，同

一の分野とスタイルの言語材料からデータを大規模に得

られる点にある。

比較用の参照コーパス には，「散文コーパス」である

日英対訳文対応付けデータ （内山・高橋，2003) の日

本語部分（延べ語数2,054,099語，異なり語数48,903語）

を用いた。この散文コーパスはProject Gutenberg や

青空文庫 ，プロジェクト杉田玄白 等で公開されてい

る作品について，日本語文と英語文との対訳文対応を人

手で付けたものである。オーヘンリー等の古典的な名作

や最近のコンピュータ関連のエッセイ等合計160編の作

品が含まれている。

2.2 統計的指標

新聞コーパス」における各単語の出現頻度を「散文

コーパス」での出現頻度と比較した指標値を求め，指標

値の高い順に特徴語リストを作成した。本研究では，上

述のChujo& Utiyama（2006） 等の一連の特徴語抽出

研究において安定して特徴度の高い中級から上級レベル

語彙を精度良く抽出した対数尤度比（Dunning，1993）

を使用して1,000語の新聞特徴語を抽出した。対数尤度

比の算出にはフリーウェアのAntConc （Anthony，

2006） のKeyword List機能を用いた。

対数尤度比は語や表現の間の共起性の度合いを計る尺

度であり，もし単語αの新聞コーパスにおける出現状況

が散文コーパスにおける出現状況よりも顕著であるなら

ば，その単語は新聞コーパスにおいて特徴的な単語であ

ろうという期待に基づいている。指標の工学的な説明は

内山他（2004） を参照されたい。

2.3 日本語新聞1,000語の特徴語リスト

抽出した1,000語の特徴語リストには，「日本，東京，

アジア，ワシントン，平成，小泉，ブッシュ，イラン」

等の固有名詞，「三，二，十二月」等の数，「約，新，副」

等の接頭詞等「日本語新聞キーワード」に収載するかど

うか検討を要する語が含まれている。そこで，茶筌の形

態素解析システム を用いて自動で品詞を付与し，人手

で見直しと修正を行い，品詞分類表を作成した。

抽出した1,000語の特徴語の品詞構成は Table 1に示

すように，名詞（一般），名詞（固有名詞），名詞（数等）

の「名詞類」が93％を占めた。Table 1の構成比率を見る

際には，利用した日英対応付けデータは茶筌による形態

素解析を使用しているため，例えば，「診断する」のよう

に「名詞＋する」は「名詞（診断）」と「動詞（する）」

として分類されていること等を 慮する必要がある。

続いて，これら1,000語の特徴語リストの各語につい

て，『日本語能力試験出題基準改訂版』（国際交流基金，

2007） ，『分類語彙表』（国立国語研究所，2004） 等を参

照して，１)語彙レベル（１級～４級），２)意味分類項

目を調査し，それらのデータを付与した。また，学習者

Table 1 POS Composition of Top 1,000 Newspaper
 

Keywords

品詞名 出現度数 構成比

名詞（一般） 721 72％

名詞（固有名詞） 98 10％

名詞（数等） 105 11％

動詞 39 4％

接頭詞 13 1％

助詞 10 1％

副詞 5 1％

その他（形容詞等） 9 1％

合計 1,000 100％
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の便宜を 慮して，３)英語，中国語，韓国語の翻訳を付

けた。実際には，１)についてはリーディング チュウ太

のレベル判定ツールを利用することができた 。２)に

ついては分類語彙表付属のCD-ROM を参照した。３)

の翻訳はOCN翻訳サービス を利用した後，各言語の

ネイティブスピーカーの校閲を受けた。

2.4 新聞用語の特徴語

本研究では，Table 1において構成比の93％を占めた

「名詞類」より新聞キーワードを選定することにした。固

有名詞や数は特定のテキストに集中して出現することが

多く，語彙表の比較や観察には障害となるため除去され

ることが多い（Nation，2001：19-20） 。そこで，「名詞

（固有名詞）」，「名詞（数等）」を除いた「名詞（一般）」

に分類された721語を新聞キーワードのベースとするこ

とにした。721語を精査した結果，「円，年，会」等，茶

筌（形態素解析システム）によって接尾辞等に分類され

た「漢字１字語」57語を「新聞キーワード」に含めるこ

とは適当でないと判断し除外した 。最終的に残った

664語を特徴度の高い順に表示して「新聞キーワード」と

することとした。

新聞キーワード」664語の意味分野構成比率は，大項

目について多いものから（括弧内は中項目について多い

ものの例），「人間活動－精神および行為（経済，事業，

心）」43.5％，「抽象的関係（時間）」35.2％，「人間活動

の主体（社会，機関，公私）」15.2％，「自然物および自

然現象」3.0％，「生産物および用具」2.9％，その他0.2％

であった。日本語能力試験出題基準改訂版による語彙レ

ベルは，１級28.9％，２級38.0％，３級6.5％，４級

1.7％，級外25.0％であった。

Appendixには，学習者の便宜を 慮して英・中・韓の

翻訳を併記し，「日本語新聞キーワード」664語をリスト

した。

３.まとめ

日本語の教師・学習者にとって有用な言語資源の開発

と整備は日本語教育にとって重要な課題である（丸山，

2009） 。なかでも，学習指導をより効果的に行うには，

学習目的にかなった学習基本語彙が必要となる。本研究

では，上級日本語学習者の代表的な学習目的の一つであ

る「新聞記事が読めるようになりたい」（田辺他，2009）

という要望に応えるために，学習者支援の言語資源の一

つとして，新聞コーパスから客観的な選定基準に基づい

て「日本語新聞キーワード」を選定した。選定語彙表は

日本語教育における報道文の語彙・表現指導用のキー

ワードとして活用されるだけでなく，英語・中国語・韓

国語の翻訳を併記し日英中韓・四カ国語に対応したので，

多言語教育における報道文の語彙・表現指導用のキー

ワードとして多様な用途への活用も期待される。なお，

選定された新聞キーワードの有用性の検証は今後の課題

である。
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注

注１ 例えば，東京大学留学生センターの一般日本語

コース 総合日本語 レベル５は「上級レベルの

文法・語彙を学習し，運用力も身につけます。ま

た，読解力を高め，終了後は，助けなしに新聞等

が読めることを目標とします。（後略）」としてい

る。http://www.ic.u-tokyo.ac.jp/japanese/a02
 

01 01 j.html

注２ 本来，参照コーパスには，英語コーパスのBritish
 

National Corpusのような，さまざまな研究を想

定したいわば総合目的のために編纂された大規模

な標準コーパスが望ましい。日本語の場合，現在，

「現代日本語書き言葉 衡コーパス (BCCWJ)」が

構築中で，「BCCWJモニター公開データ（2008年

度版）」が公開され，2010年度には標準コーパスと

しての利用が可能となる。http://www.kokken.

go.jp/kotonoha/ex 8.html

注３ 日英対訳文対応付けデータhttp://www2.nict.go.

jp/x/x161/members/mutiyama/align/index.

html

注４ Project Gutenberg http://www.gutenberg.org/

wiki/Main Page

注５ 青空文庫 http://www.aozora.gr.jp/

注６ プロジェクト杉田玄白 http://www.genpaku.

org/

注７ A freeware concordance program AntConc
 

3.2.1 http://www.antlab.sci.waseda.ac.jp/soft
 

ware.html

注８ 形態素解析システム 茶筌 http://chasen.naist.

jp/hiki/ChaSen/

注９ 日本語読解学習支援システム リーディング

チュウ太 http://language.tiu.ac.jp/index.html

注 10 OCN翻訳サービス http://www.ocn.ne.jp/

translation/
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注11 ただし「核」は残した。
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